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国産牛肉のＢＳＥ対策

厚生労働省医薬食品局

食 品 安 全 部

１

とさつ・解体
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国産牛のＢＳＥ確認に伴う対策

平成１３年

• １０月１８日～：と畜場でと畜解体される牛の
全頭検査

• １０月１８日～：と畜場での頭部、せき髄、回腸
遠位部の除去、焼却の義務化

平成１６年

• ２月１６日～：ＢＳＥ発生国産の牛せき柱の
食品使用の禁止

３

と畜場におけるＢＳＥ対策フロー

確認検査

陰 性陽 性

BSEスクリーニング検査

陰 性陽 性

（ＥＬＩＳＡ法）

ウェスタンブロット法

免疫組織化学検査

確定診断

いずれか
が陽性

いずれも陰性
焼 却

食肉として
流 通
（せき柱を除く）

すべての牛の頭部、せき髄、回腸遠位部を
除去、焼却

検査中のものは
と畜場外への
持ち出し禁止

４
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都道府県等の食肉衛生検査体制

• 牛を処理すると畜場：１６１施設

• 食肉衛生検査所等： １１５機関
（７６自治体）

• と畜検査員：２，１５２名

５

食品安全委員会における検討

平成１５年

• ７月：食品安全委員会設置

平成１６年

• ２月：ＢＳＥ対策全般について、中立的立
場から科学的な評価・検証を開始

• ９月：我が国のＢＳＥ対策の評価・検証結
果の中間とりまとめ公表

６
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食品安全委員会の評価結果（総論）

今後、我が国において、さらにＢＳＥ感
染牛が確認される可能性があると推定さ
れるが、これらのＢＳＥ感染牛が食物連
鎖に入り込んだ結果として、人への感染
を起こすリスクは、現在のＳＲＭ（特定
危険部位）除去及びＢＳＥ検査によって、
効率的に排除されているものと推測され
る。

７

各国のＳＲＭの範囲

全月齢の腸・腸
間膜

全月齢の小腸全月齢の回腸遠
位部

腸

１２ヶ月齢以上３０ヶ月齢以上全月齢せき柱（背根
神経節を含
む）

１２ヶ月齢以上３０ヶ月齢以上全月齢せき髄

全月齢全月齢扁 桃

１２ヶ月齢以上
（下顎を除き、
脳、眼を含む）

３０ヶ月齢以上
（脳、眼、三叉
神経節を含む）

全月齢の頭部
（舌・頬肉を除
く）

頭 蓋

Ｅ Ｕ米 国日 本部 位

８
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ＳＲＭの種類

頭 部

せき柱回腸遠位部

せき髄、背根神経節

９

ＳＲＭ除去の現状

頭部（扁桃を含む） せ き 髄

回腸遠位部 せ き 柱

食肉処理における管理要領に基づき除去

専用の容器に保管

と畜検査員による確認

機械器具等の洗浄・消毒

完全焼却（８００℃以上）

舌、頬肉は食用可

舌は扁桃に接触しないよう除去

背割り前のせき髄除去（と畜
頭数ベースで約９割）

高圧洗浄により汚染除去

盲腸から安全率を見込んで
２ｍを除去

せき柱除去時の背根神経節に
よる汚染防止

10
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ＳＲＭの除去（１）

ピッシングの中止（一部） 洗浄水をかけながら背割り
（鋸屑飛散の防止）

せき髄の吸引除去
11

ＳＲＭの除去
（２）

背割り鋸屑の回収スクリーン 枝肉洗浄水から鋸屑片を回収

せき髄硬膜を入念に除去
12
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ＳＲＭの除去（３）

刀、器具、長靴等は専用の容器
に保管

洗浄後、枝肉にせき髄片が付着し
ていないか、と畜検査員が確認

13

検出限界以下の牛を検査対象から除外するとして
も、現在の全月齢の牛を対象としたＳＲＭ（特定
危険部位）除去措置を変更しなければ、それによ
りｖＣＪＤのリスクが増加することはない

ＳＲＭ除去に関する検証結果１

全月齢からのＳＲＭ除去の継続

14
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引き続き適正なＳＲＭ除去、交差汚染防止の指導を
行うとともに、その実施状況を定期的に検証するな
ど、適正な実施が保証される仕組みを構築すべき

ＳＲＭ除去に関する検証結果２

と畜場におけるＳＲＭ除去状況の定期的検証

ＳＲＭによる枝肉等の汚染防止措置の評価方法の
研究開発

15

各国のと畜場におけるＢＳＥ検査体制

農場段階におい
て２４ヶ月齢以
上の死亡牛等の
リスク牛につい
ても検査

今後1～1.5年
間に農場段階を
含め３０ヶ月齢
以上の死亡牛等
のリスク牛20
～27万頭を検
査

農場段階におい
て２４ヶ月齢以
上の死亡牛につ
いても検査

備 考

２４ヶ月齢以上すべてリスク牛
（歩行困難
牛など）

３０ヶ月齢以上３０ヶ月齢以上
２万頭

すべて健 康 牛

サーベイランス
／食肉検査

サーベイランス食肉検査目 的

Ｅ Ｕ米 国日 本

16
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ＢＳＥ全頭検査開始の背景

平成１３年１０月当時

① 牛の月齢を正確に確認することができ
なかった

② 国内初のＢＳＥ感染牛が発見された直
後で、検査をした肉としていない肉が
流通すること自体への強い不安があっ
た

等

17

と畜場におけるＢＳＥ検査フロー

確認検査

陰 性陽 性

BSEスクリーニング検査

陰 性陽 性

（ＥＬＩＳＡ法）

ウェスタンブロット法

免疫組織化学検査

確定診断

いずれか
が陽性

いずれも陰性
焼 却

食肉として
流 通
（せき柱を除く）

検査中のものは
と畜場外への
持ち出し禁止

18
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と畜場におけるＢＳＥ検査

19

検査材料の採取

安全キャビネットの中で前処理

検査キットによる異常プリオンたん白質の検出

ＢＳＥ簡易検査キット

ＥＵにおいて評価されているＢＳＥ簡易検査キット

プリオニクス（WB，ELISA）、プラテリア（ELISA)、
エンファー（ELISA)、ＣＤＩ

日本のと畜場における検査に使用可能なＢＳＥ
簡易検査キット

プラテリア（ELISA)、エンファー（ELISA)、
フレライザＢＳＥ（ELISA）

20
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ＢＳＥ確認検査の陽性事例

免疫組織化学検査
ウエスタンブロット法

21

茶褐色部分が異常プリオンたん白質
ＢＳＥ感染牛では、分子量の異なる
３本のバンドが検出

と畜場におけるＢＳＥ検査結果

１５６１，７５６平成１６年度

（9月11日まで）

１０３，５９１，７８８合 計

３１，２５２，６３０平成１５年度

４１，２５３，８１１平成１４年度

２５２３，５９１平成１３年度

ＢＳＥ確認頭数検査頭数

※ 平成１３年９月に千葉県で確認された１例目、死亡牛検査で確認され
た１例及び本年９月２３日に確認（奈良県）された１例を含め、国内で
は１３頭がＢＳＥとして確認

22
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ＢＳＥ確認状況について

ホルスタイン種（雌）62H11.   7.   3.H16.   9. 13.１２

ホルスタイン種（雌）94H  8.   4.   8.H16.   3.   9.１１

ホルスタイン種（雌）103H  8.   2. 18.H16.   9. 23.１3

ホルスタイン種（雌）95H  8.   3. 17.H16.   2. 22.１０

ホルスタイン種（去勢）21H14.   1. 13.H15. 11.   4.９

ホルスタイン種（去勢）23H13. 10. 13.H15. 10.   6.８

ホルスタイン種（雌）81H  8.   3. 28.H15.   1. 23.７

ホルスタイン種（雌）83H  8.   2. 10.H15.   1. 20.６

ホルスタイン種（雌）80H  7. 12.   5.H14.   8. 23.５

ホルスタイン種（雌）73H  8.   3. 23.H14.   5. 13.４

ホルスタイン種（雌）68H  8.   3. 26.H13. 12.   2.３

ホルスタイン種（雌）67H  8.   4.   4.H13. 11. 21.２

ホルスタイン種（雌）64H  8.   3. 26.H13.   9. 10.１

品 種（性 別）月 齢出生年月日確認年月日

23

ＢＳＥ感染牛の出生年度分布

0
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頭数
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ＢＳＥ感染牛の月齢分布

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６
確認年度

月 齢

１００

７５

２５

５０

◇◇◇ 64
67
68

○○○
○

83

81

80

73

△△
23

21

△△ 94
95

☆62

25

☆103

ＢＳＥ検査に関する検証結果（１）

検出限界以下の牛を検査対象から除外するとしても、現
在の全月齢の牛を対象としたSRM除去措置を変更しなけ
れば、それによりvCJDのリスクが増加することはない
と考えられる。

しかしながら、検出限界程度の異常プリオンたん白質を
延髄閂部に蓄積するBSE感染牛が、潜伏期間のどの時期
から発見することが可能となり、それが何ヶ月齢の牛に
相当するのか、現在のところ断片的な事実しか得られて
いない。ただし、我が国における約350万頭に及ぶ検査
において発見されたBSE感染牛９頭のうち、21, 23ヶ
月齢の２頭のBSE感染牛が確認された事実を勘案すると、
21ヶ月齢以上の牛については、現在の検査法により
BSEプリオンの存在が確認される可能性がある。

26
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ＢＳＥ検査に関する検証結果（２）

次のことは、今後の我が国のＢＳＥ対策を検討する
上で十分考慮に入れるべき事実である。

２１、２３ヶ月齢で発見された２頭のＢＳＥ感染牛にお
ける延髄閂部に含まれる異常プリオンたん白質の量が、
ＷＢ法で調べた結果では他の感染牛と比較して５００分
の１から１，０００分の１と微量であったこと

我が国における約３５０万頭に及ぶ検査により２０ヶ月
齢以下のＢＳＥ感染牛を確認することができなかったこ
と

27

ＢＳＥに関する調査研究

厚生労働科学研究食品安全確保研究事業

「プリオン検出技術の高度化及び牛海綿状脳症の
感染・発症機構に関する研究班」

主任研究者 国立感染症研究所感染病理部長 佐多徹太郎

プリオンの高感度・迅速検査法の開発

ＢＳＥに関する感染牛由来材料及び実験動物を用
いた感染及び発症機構の検討

と畜時の食肉汚染防止法の検討

28
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ＢＳＥに関する調査研究の課題

検査法については、検出限界の改善や、牛の生体か
ら採取した組織、血液等を用いた生前検査法の開発
等も含め、研究が進められるべき

厚生労働科学研究事業の推進

高感度・迅速検査法の研究開発

ＢＳＥの感染メカニズムの解明など
29

厚生労働省（リスク管理機関）の今後の方針

食品安全委員会における評価・検証結果を尊重食品安全委員会の評価・検証結果を尊重

リスコミによる各方面の意見聴取

具体案を食品安全委員会に諮問

○ ＳＲＭの除去の徹底

○ と畜場におけるＢＳＥ検査

○ ＢＳＥに関する調査研究の推進

30


















